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結腸憩室炎に起因したS状 結腸および

回腸膀胱痩に合併した膀胱乳頭腫例

三品泌尿器科医院(院 長=三 品輝 男)

三　　品　　輝　　男

A CASE OF SIGMOIDOVESICAL AND ILEOVESICAL

FISTULA WITH BLADDER  PAPILLOMA COMP— 

   LICATING COLONIC DIVERTICULITIS

Teruo MISHIr A

Mishina Urological Office 
(Chief: Dr. T. Mishina)

   The clinical course of sigmoidovesical and ileovesical fistula due to rupture of colonic 
diverticulitis is reported. The patient, a 41-year-old male, who had been suffering from 
intestinocutaneous fistula for 16 months since drainage of abdominal abscess had chief com-

plaints of cloudy urine and fecaluria. Cystoscopic examination revealed bladder papilloma 
land edema at the apex area of the bladder. Abscess and fistula were identified with trans-
urethral ultrasonotomography and fistulography, respectively. 

   Primary resection was performed after intravesical instillation of mitomycin-C and 
postoperative course was uneventful. Histological findings of the specimen revealed disap-
pearance of bladder papilloma for the instillation therapy. 

   Statistical analysis was made on 73 cases of sigmoidovesical fistula due to colonic diver-
ticulitis reported in Japan including my own case.

Key words: Sigmoidovesical fistula, Colonic diverticulitis

は じ め に

結腸憩室症は,本 邦においては比較的稀な疾患 とさ

れ て きたが,食 生活の欧米化,社 会の高齢化,診 断

技術の進歩に と もな い,そ'の 発生頻度は増加 して い

る1・2).今回 著者は,結 腸憩室症の合併症である結腸

憩室炎に起因 したS状 結腸および回腸膀胱痩に合併 し

た膀胱腫瘍例を経験 したので報告す る。

症 例

患 者=H.N.,41歳,男 子,会 社 員.

初 診;1986年4月24日.

主 訴=糞 尿,混 濁 水.

家 族 歴:特 記 す べ き ものな し.

既 往 歴 ・現病 歴:1984年12月13日 に 虫垂 切 除 術 を施

行.同 年12月20日 腹 腔膿 瘍 ド レナ ー ジを 行 い,12月28

日小 腸 皮膚 痩 が 発 生 した.そ の後,痩 孔 は治 癒 と再 発

を繰 り返す難治性痩孔 とな り,16ヵ 月が経過 した.19

86年4月15日i糞 尿 と混濁尿を来 た し某病院外科 より三

品泌尿器科医院に紹介 された.糞 尿 と混濁 尿発生 よ り

約3週 間後の5月7日 には難治性痩孔 も完全に治癒 し

た.

内視鏡所見:膀 胱頂部に限局性 の発赤 と浮 腫を認め

た。同部のcoldcupbiopsyを 行 った ところ,papil-

Iomaと 判明 した(Fig.1).

経尿道的超音波断層法:tumorはT1で,膀 胱頂

部に接 して膿瘍 と思われ る,鶏 卵大 のcysticpattern

のエ コー橡を認めた(Fig.2).

注腸造影;1986年4月20日 の注腸造影で,S状 結腸

に多数 の憩室を認め,ま た,上 行結腸に も多数 の憩室

を認めた(Fig.3),

痩孔造影'1985年1月7日 の痩孔造影でS状 結腸皮

膚痩 が証 明され てお り,1985年12月6日 の痩孔造影 で

は回腸皮膚痩の存在 も証明 されている(Fig.4).
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Fig.3。Bariumcnemaexamination

以上 よ り,結 腸憩室炎に起 因 したS状 結腸お よび回

腸膀胱痩に 合併 した膀胱腫瘍例 と診断 し,MMC20

mgの 膀胱 内注入療法20回 施行後,1986年6月2日 全

麻下にて手術 を施行 した.

手術所見:下 腹部正中切開を行 うと,膀 胱頂部に接

Fig.5.Extirpatedtissue

して,一 見尿膜管癌を思わせる超鶏卵大の腫瘤 と著明

な腹膜 の肥厚を認め,腫 瘤にはS状 結腸お よび回腸が

強 く癒着 していた.S状 結腸切除,回 腸壁部分切除お

よび膀胱部分切除に より腫瘤を切除 した後,結 腸端 々

吻合および回腸震孔閉鎖を行い,腹 腔 内お よび膀胱前

腔に ドレーンを設置 し,閉 創 した.術 後経過は良好に

て,術 後17日 目に全治退院 した.

摘出標本:膀 胱内腔 よりS状 結腸に達する痩孔が存

在 し,痩 孔に沿 って標本を切開するとFig.5の ごと

く,膀 胱 とS状 結腸 と交通する膿瘍が存在 した.膿 瘍

と回腸 との棲孔 も証明された.

以上よ り,本 症では結腸憩室炎の穿孔に よ り腹膜炎

とな り,回 腸 にも炎症性の穿孔を きた し,1年 以上 も

の経過中に膿瘍を形成 した後,膿 瘍 と膀胱 との痩孔が
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Tablel. Relationoftypeoffistulatocause

offistula

Causeoffistula

考

No.ofcases(%)

lnflammation 73(6T.O)

Diverticulitis

Croh['sdisease

43

30

Cancer 27(24.了)

Cervix

Prostate

BIadder

ColorectaT

9

8

5

5

6(5,5)

察

Congenita[

Trauma 3(2,8)

Total 109(100)

King,R.M,etal,19821

MayoClinic(1965飼1980)

発生 した もの と思われ る.表 在性の膀胱腫瘍発生 と膿

瘍 との関係は明確ではない.

S状 結腸憩室炎に二次的に続発す るS状 結腸膀胱痩

は,Jones3)(1859年)の 報告が最初 で,本 邦 にお い

ては,佐 藤4)(1937年)が 第1例 を報告 している,結

腸憩室症の発生頻度は全成人の12%に 達 してお り,そ

の うち憩室炎 を合併するのは12%で あると杉原 らは報

告 している1)ま たGoligher5)に よれ ば憩室炎の4～

23%にS状 結腸膀胱痕を形成す ると報告 している.

結腸膀胱痩 の原因は,炎 症性,腫 瘍性,外 傷性,先

天性 に分類 され る.Kingら6)(1982年)に よれば,

1965年 ～1980年 の16年 間にMayoClinicで 扱 った結

腸膀胱縷は109例 で,そ の うち73例(67%)が 炎症性

原因で,う ち憩室炎に よる ものは,43例(67.0%),

癌27例(24.7%),先 天性6例(55%)お よび外傷3

例(2.8%)と な っている(Tablc1).結 腸憩室炎 に

よるS状 結腸膀胱痩 の本邦報告例は1986年8月 末で,

自験例を含め78例 となるが,膀 胱腫瘍を併発 したのは

自験例のみである(Table2).こ れ ら本邦報告例を検

討 した結果,以 下 の結果を得 た.

〈年齢 ・性〉 年齢は31～77歳 に分布 し,ピ ー クは

40～60歳 代にあ り,平 均56歳 で,男 女比は4:1と

男子に多い(Fig,6).女 子ac少 な い原因 として は,

子宮 および付属器 の存在が炎症 の膀胱へ の波 及を 防

ぎ,結 腸 と膀胱の間に痩孔が形成 しに くい ことも考え

られ るt・le)

〈臨床症状〉 記載 の明らかな73症 例は膀 胱炎お よ

び尿路感染48例,気 尿 ・糞尿48例,下 腹部痛16例,発

熱11例,消 化管症状9例 であ った.

〈診断〉 診断方法は注腸造影 に よるものが77%と

最 多である.そ の最大の利点は大腸病変 の把握,痩 孔

の確認 および造影剤の膀胱 内流入の証 明である.つ い

で膀胱鏡検査が50%で,こ れは 肉眼的に痩孔確認 と膀
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Table3.Surgicalcorrectionofcolovesical
fistula(67cases)

Asinglestageprooedure

partialcyStectOmy

Fistuleetomy

Fecaldivorsめn

A8ingleStageprocodurg

llealcondロit

Asir10Iestagoprocedure

Feoaldiversion

Extirpationofrectum&bladder

Urinarydiversion

57cases(85%)

3cases(4%)

4case8(6%)

1cese(1%)

1case(1%)

1case(1%)

胱粘膜所見が得 られ有用な診断法であ る.し か し一般

に痕孔確認は困難で33～57%と されている11).つ いで

膀胱造影26%,直 腸鏡9%,痕 孔造影7%と な ってい

る.

〈治療〉 治療については手術が原則であ り,術 式

に関 しては各種の手術が施行 されてい るが,最 近は一

期的なS状 結腸部分切除お よび膀胱部分切除が行われ

ている.記 載 の明らか な67例中60例(90%)が,一 期

的に行われている(Table3).

〈年度別報告数〉 本邦78例 の年度別報告数をみる

とFig.7の ごとくな り,1980年 以降急に報告例が増

加 している.元 来,結 腸憩室炎は,欧 米においては膀

胱に近接 し,合 併症 も多いS状 結腸を中心 とした左半

結腸に多く,逆 にわが国では,右 半結腸に多いとされ

ていた12)し か し近年,食 生活な どの欧米化にともな

い,S状 結腸を中心 とした結腸憩室症がふえてきてお

り,今 後,S状 結腸憩室炎に よるものを中心 として,

S状 結腸膀胱痩 の報告 も増加す るものと予想 され る,

自験例 のよ うな膀胱腫瘍の合併例 の報告は み られ な

い.自 験例において膀胱腫瘍 と痩孔 との直接 の関係は

ない ように思われ る.

お わ り に

41歳 男子に発生 した,結 腸憩室炎に起因 したS状 結

腸お よび回腸膀胱痩に合併 した膀胱腫瘍例について報

告 した.1986年8月 までに報告 された 自験例を含む本

邦S状 結腸膀胱痩78例 について統計的観察を行 った.

本論文 の要 旨は第116回 日本泌尿器科学会関西地方会(於:

大阪)に おいて報告 した.
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